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一年を振り返り
　最初に本年も協会の活動では多くの
方々のご協力をいただき心から感謝申し
上げます。一年、あっという間に協会の
事業は終わって行きましたが、振り返る
と感慨深いものが多く、また多くの市民

や学生がこの協会を通して国際感覚を養い、GDP世界5位の
カリフォルニア州、その中のサンタモニカ市との友情を深め
ていただいたことと思います。
　事業ごとに振り返ってみます。交換学生事業は新学期が始
まると早々に周辺地区の学校に応募の手配を行いました。毎
年女子学生の応募が多いのですが、本年度は富士宮西高校の
遠藤君が、交換学生としてサンタモニカに訪問してくれたの
も頼もしく良かったと思います。サンタモニカハイスクール
の学生が 2 名でしたが、他 2 名の女子学生も皆で仲良く節度
を持って行動でき良かったと思います。ハンドメイドのウエ
ルカムパーティも理事からのドネーションもあり、試行 2 年
目ですが上手に機能していたと思います。次回からはもっと
新しいことを取り上げて、市民の皆様の参加も多くなるよう
なイベントを考え、呼び込んでいけたらますます良いものに
なっていくと思います。
　9月の親善訪問団では市長を団長に、ミス富士山の2名を含
め総勢26名が 3 泊 5 日で渡米しました。協会としては初め
てサンタモニカ市内に宿泊しました。NATさんの友情を感じ
ながら、大勢の方々にウエルカムパーティーをリビエラカン
トリークラブで開いていただき、皆さんからの友情を深める
宣誓を受け、大変感動的な会でした。私自体3 回目の訪問で
すが、最初の訪問で1泊ホームステイしたDEERING夫妻も、

一年を振り返り
サッカーで来宮した映画監督の Vincent さんたちにも明るく
出迎えていただき有意義な時間を過ごせました。金額も20万
円以下で、ドジャーズ観戦も楽しめた旅行にできたことは、
皆様に経済的な面でも感謝するところです。次回、オリン
ピックイヤーの2020年には、45周年を記念して学生のサッ
カーチーム及び訪問団の相互派遣が計画されています。今回
よりももっと盛り上がるようお得感満載で実施したいと思い
ますので、一般市民の皆様、積極的に参加していただきます
ようお願いいたします。
　10月の ACC さんとの中学生英語スピーチコンテストも前
年の倍近くの中学生に壇上で発表していただきました。レベ
ルも上がり、次回も盛り上がることでしょう。
　今年4月にはサンタモニカから40名程度の高校生が来宮し、
2泊のホームステイを予定しています。一昨年同様多くのご家
庭のご協力が得られることをお願いいたします。
　最後でありますが、協会を支えていただいた、市民、会員、
理事、市役所の方々に心から感謝申し上げます。これからも、
変化しながら前に進んで（INNOVATE）いく協会にしなけれ
ばならないと思っております。この交流がアメリカ・サンタ
モニカ市と50年、100年と続くことを
祈願しております。

会 長  望 月 達 也

交換学生事業ウェルカムパーティー
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2018 年 7月 21日㈯～ 8月 3日㈮

2018年 8月 4日㈯～ 8月 17日㈮

富士宮市の高校生渡米／サンタモニカのペア学生宅にホームステイ

ペア交換学生と一緒に帰国／富士宮市で各学生宅にホームステイ
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平成30年度　交換学生

サンタモニカ市滞在中の様子

写真左から　稲葉 稔音（星陵）　
渡辺 若葉（吉原）　遠藤 駿介（富士宮西）

Karina Wisen
（サンタモニカ高校）

Jackson Salumbides
　（サンタモニカ高校）

ロサンゼルス空港到着！

家族に見送られ…。 羽田空港出発直前

サンタモニカ市長を表敬訪問

サーフィンを観戦！
みんなでユニバーサルスタジオ・ハリウッド

あっという間に仲良くなりました

2 週間のホームステイを終え、帰国！

宮おどりで異文化体験

天気がいまいちでしたが、宝永山散策
陶芸体験。作品作りに没頭

須藤市長を表敬訪問

自分たちで作る焼きそばは絶品！

ウェルカムパーティーでは、
日本舞踊を体験

外神東公園。
サンタモニカの小径にて

交換学生の先輩も来てくれましたサンタモニカ講座。アメリカでの体験を発表！

富士宮市滞在中の様子
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　アメリカは幼いころから私
のあこがれの場所でした。行
きたいところ、将来住みたい
ところ、働きたいところ、ア
メリカは私にとってまさにかけ
がえのない場所でした。そんな私

に飛び込んできたのがこの姉妹都市
交流事業でした。この話を聞いた瞬間、応

募するほかないと思いました。
　実はアンバサダーとしてサンタモニカを訪れる前に一
度だけサンタモニカに行ったことがありました。
　正確には２～３時間程しか立ち寄ることができなかっ
たので、ピアが印象的で海がきれいな街、というイメー
ジがぼんやり残っているだけでした。それでも「こんな
のどかな所で暮らせたらどれだけ素敵だろう」という気

持ちになったのは
とてもよく覚えて
います。だからア
ンバサダーに選ば
れたときは本当に
嬉しかったです。
　私はすぐにホス
トシスターのカ
リーナに連絡しま
した。ペットの話、
趣味の話、アメリ

カで何をしたいか、日本の何に興味があるのか、色々な
事を話しました。行く前からワクワクが止まりませんで
した。
　初めてカリーナにあったときは、ずっとチャットをし
ていたせいか初めて会った気がせず、すぐに打ち解ける
ことができました。
　カリーナは明るく好奇心旺盛で、サーフィン、テニス、
吹奏楽、手芸など趣味がたくさんあります。なので私を
サマーキャンプに連れて行ってサーフィンを教えてくれ
たり、キャンドル教室に一緒に参加したり、ピアノを演
奏したりしてくれました。カリーナも夏休み中のため、
毎日二人で様々なアクティビティーをしました。またホ
ストマザーのヒラリーは子供のころにこの事業に参加し、
富士宮に行ったそうです。日本が好きでいつも色々な話
をしてくれ、楽しく過ごすことができました。ホストファ
ザーのデイビットは船を出してくれました。サンタモニ
カのビーチを海側から見ることができたのはとても贅沢
な体験でした。みんな優しく温かく私を迎え入れてくれ、
これ以上ない最高の夏を過ごすことができました。

　日本ではカリーナが日本食を覚えて帰りたいと言った
ので、おにぎり、味噌汁、手巻きずし、焼きそば、お好
み焼き、餃子など一緒にいろんな日本食を作りました。
特におにぎりは毎日練習して、最終的にはきれいな三角
のおにぎりを作れるまでになりました。帰ってすぐに家
族におにぎりを作った様子を送ってくれました。ほかに
も御神火祭りや宮踊りに参加したり、伊東の海で遊んだ
り、花火大会
を楽しんだり
しました。
　カリーナは
学校ではスペ
イン語を選択
しているため
日本語が全く
話せません。それでもいつも私に「これは日本語でなん
て言うの？」と聞いてくれ、私の家族と話すときも頑張っ
て覚えた日本語を使おうと努力してくれました。
　アメリカで２週間暮らして、以前より増してアメリカ
が好きになりました。
　歩行者に対して車が止まってくれたらピースサインを
送る、自分の意見をはっきり表明して納得させようとす
る、などといった人間性がとてもいいなと思いました。
また、知らない人でも困っていたら助け合っていたのが
素敵だなと思いました。温暖な気候やゆったりとした時
間の流れがそういった人柄を形成するのではないかなと
思いました。日本にもこういった風潮があれば素敵だと
思います。
　カリーナと空港で別れるとき、現代ではスマホで簡単
に連絡を取ることができるせいか、あまり悲しさは感じ
ませんでした。この事業を通して日本とアメリカはあま
り離れている感じがしなくなったのかもしれません。な
ぜかカリーナとはまたすぐに会えるような気がします。

Fabulous summer

稲 葉 稔 音
いな     ば     ね      ね

（星陵高等学校）
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　自分らしさって何だろう。
人と比べて秀でている点。一
体自分の良さって？そもそも
そんなものが、僕にあるのだろ
うか？こんな風に感じていた高

１の冬の終わりだった。
　家から歩いて5分の高校に通い、別

に夢中になるものもなく、気付けば僕は、別
段何の面白味もない毎日をただただ漠然と過ごしていた。
そんな僕に母は業を煮やしたのか地元のラジオ局から聞
いたと言ってサンタモニカ市との交換留学の話を持ち掛
けてきた。勿論、行った事のないアメリカには興味があっ
た。自分の英語力がどれ程通用するものなのか、試したい
気持ちもあった。しかしやはり一番の理由はこの交換留学
で今までの自分を変えたい、変わるきっかけになればいい
なと期待したからだ。退屈な毎日に変化が欲しかった。高
２になるとすぐに選考の面接があった。無事に交換留学生
に選ばれたのはラッキーだった。それからは不安と期待と
楽しみが日に日に膨らんで毎日に張り合いが生まれた。と
同時に今までに感じた事のない緊張感でいっぱいだった。
　いよいよ出発当日、見送りに来てくれた父から、「楽しん
でこいよ」と言われ、僕はフッと気持ちが軽くなった。交換
留学＝ハードワークという固定概念で縛られていた僕の
心に余裕が生まれ、大きな高揚感と期待を胸に日本を飛び
立った。
　ロサンゼルス空港ロビーでホストファミリーの温かい
歓迎で始まった2週間の滞在。僕とペアであるジャックは

交換留学生として出会った訳
だが僕等はそれを超えてい
た。国籍さえ違えども純粋に
互いが昔からの友達の様であ
り、ジャックと密に生活を共
にしたがゆえに、気付けたこ
とが多かったのも事実だ。
　ここで、特に自分の力に
なったと思うエピソードがあ
る。ホストファミリーに僕は
中学まで野球をしていて野球

好きだと伝えてあった。するとなんとメジャーリーグ、地
元ドジャースの試合を見にドジャーススタジアムまで連
れて行ってくれたのだ。日本と違い応援団などはなく、拍
手と歓声だけのスタジアム。僕が日本人だとわかると周り
の観客から次々と話し掛けられた。僕はとても驚いて緊張
してしまって、自分の発した英語も不十分だったし、相手
の言ってる事も完璧には理解できなかったけれども僕な
りに必死でジェスチャーをまじえて英語を伝えようとす
ると、相手にも伝わり、ゲームの終わる頃には握手やハイ
タッチ、ハグまでして現地の人と感情を共有できた。あの

時のあの空気感は完全に一体化していた。
　そして僕は気付いた。
　コミュニケーション能力と語
学力は全く別物であるというこ
と。そして僕は自分の気持ちを伝
え共感してもらえる事が何より
好きだという事を。もちろん英語
力がなければ英語圏の人とは話
せないし、伝えられない。しかし
自分の考えや主張を表現するた
めに一番必要なのは、何より強い
意志や勇気だと感じた。相手に伝
えたいという熱意。表現には試行錯誤しながらも対話しよ
うとあらゆる手段を瞬時に割り出し体現する能力。これこ
そが大切なのではないかと気付いたのだ。日本に帰ってか
ら、アメリカで気付いた自分の新しい可能性を試すため、
先生の誘いを受けてディスカッションのコンテストにも
出場。思いがけなく県大会で優勝することもできたし、ラ
ジオの生放送にも出演させてもらった。僕はこれからも自
分の可能性を増やしていきたいし、サンタモニカで経験し
た勇気と表現力をどんどん伸ばしていきたいと思う。
　実はもう一つ気付いたことがある。それはジャックは
（アメリカ人は）いつでも気軽に、それも何度も感謝の言葉
を身近な人に伝えているということだ。彼は家族や友人、
地域の人達などに笑顔で気さくに『サンキュー』を繰り返
す。これはアメリカの国民性だと思う。果たして僕は（日本
人は）身近な人達に「ありがとう」と言えているだろうか。
一番伝えなければならない両親はもちろんのこと、先生や
友達にもそんなに言えていない。今回の交換留学事業では
協会の方々にも大変お世話になったし、それ以前にこの
チャンスをいただけたことに感謝している。いつか必ずお
返ししたいと思っている。生涯の友のジャックとは大人に
なって再会することを約束している。今から楽しみだ。い
つ会うことになっても恥ずかしくないように、一日一日を
全力でチャレンジしていきたい。
　今回の交換留学では英語力の向上はもちろんのこと、
様々な出来事から多角的に刺激を受け、自分の可能性を感
じることができたし、自分の好きな事を発見できて少しだ
け方向性が見えた
気がする。
　もう高1のころの
単調な生活には戻
らない。約束する。
そう気付かせてく
れた交換留学に感
謝を忘れず生活し
ていく決意だ。

僕のスタートライン

遠 藤 駿 介 （富士宮西高等学校）
えん   どう  しゅん  すけ
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　私がこの事業を知ったのは高校
一年生の時でした。説明会に参加
して過去の交換学生の話を聞いて
とても魅力を感じたため申し込む
ことを決めました。高校二年生の夏
は学校行事のオーストラリア研修と
日程が重なってしまい申し込むこと

ができませんでした。なので私にとって
は今年がラストチャンスでした。面接を受け合

格通知が届いた時はとても嬉しかったです。
　私はアメリカに留学に行くことに対して大きな心配事
はなく、決まった時からワクワクしていました。しかし、日
本側の学生との初の顔合わせの時に私にはサンタモニカ
側の学生バディーがいないことを知らされました。聞いた
瞬間は少し戸惑いましたが楽しみという気持ちの方が大
きくてそんな戸惑いはすぐになくなりました。日本側の学
生は私を含め3人で、性別も違い学年もバラバラでした。
出発するまで全く話したことがなく仲良くなれるか心配
でしたが2週間アメリカで一緒に過ごして日本に帰って来
た時にはとても仲良くなっていました。
　初日ロサンゼルス空港に到着し、すぐに私たちはそれぞ
れのホストファミリーと行動しました。ホストファミリー
の家に着き「今日からここはあなたの家だから自由に過ご
していい」と言われ、家族の一員として受け入れてくれた
のだと嬉しくなりました。マザーは平日仕事で忙しかった
ので私は稔音ちゃんか駿介くんたちと行動することが多
かったです。マザーが仕事から帰って来た後に一緒にスー
パーに買い物に行ったりしました。毎日たくさんのプラン
を立ててくれて退屈する日は1日もありませんでした。ホ

ストブラザーは大学生で過去に
この事業に参加したこともあり
とても日本のことが好きでした。
マンガやアニメの話やアメリカ
と日本の文化の違いを話したり
しました。マザーも日本食に興味
があると言っていたので作って
あげたかったのですが、毎日予定

がぎっしりで作ってあげられる時間がありませんでした。
　毎日のように観光、ショッピングは楽しくてピアからす
ごく近いプロムナードには何度も行きましたが飽きるこ
とはありませんでした。
　休日に稔音ちゃんのファミリーと一緒にボランティアで
フードバンクに行ったこともありました。貧しい人のため
に配る食料を箱に詰める作業でした。直接貧しい人と接し
たわけではありませんが、このようなボランティアをした
のは初めてだったのでいい経験になりました。
　他にもサーフィンのUSオープンに行ったりハリウッド
に観光に行ったりしました。テレビでしか見たことない場所
に実際に行くことができて嬉しかったです。
　以前私はサンタモニカ高校の修学旅行生のホームステ

イを受け入れたことがありました。その学生とは今でも連絡
を取っていて今回のサンタモニカ留学が決まった時に報
告をしたら、ぜひ会いたいと言ってくれました。
　私が買い物をすることが好きだと知っていた彼女は、
ショッピングモールに連れて行ってくれたり、サンタモニカ
高校を案内してくれました。彼女がホームステイに来た時
サンタモニカ高校の写真を何枚か見せてもらいましたが
実際に行って見たら想像以上の広さで驚きました。夜は彼
女の家に行き家族に会いました。初めてあった彼女の家族
は私のことをとても歓迎してくれました。時間があまりな
く十分に話すことはできませんでしたが、次に来た時は泊
まってねと言われてとても嬉しかったです。
　最後は5人でユニバーサルスタジオハリウッドに行きま
した。その時初めてちゃんと5人で写真を撮りました。私は
この時の写真が大好きです。
　アメリカに滞在した2週間で数え切
れないほどの思い出ができました。
　2週間は長いようでとても短くて今
までにないくらい充実した日々でした。
　日本に帰る日、私のマザーは仕事の都
合で空港には来ることができませんで
した。ですが朝「空港には行けないけど
泣かないで別れよう、日本食は次来た時
に作って」と言われました。その時私はまたサンタモニカ
に行くことを約束しました。
　私たちはあっという間に日本に帰って来ました。カリー
ナとジャクソンが日本に来てからもみんなでカラオケに
行ったり卓球をしたりゲームセンターでプリクラを撮っ
てクレーンゲームに夢中になったりマリオカートで勝負
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　また近いうちに会える気がしました。
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になりました。今までは遠
い遠い国だと思っていま
したが、今ではまた行け
る、もう一度早く行きたい
と思っています。国を超え
ても頼れる家族や友達が
できたことがアメリカを
身近に感じるようになった理由の１つだと思っています。
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た。一緒に留学に行った2人にはたくさん助けてもらいと
ても感謝しています。市役所の方、協会の方にも感謝の気
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最高の夏！  Santa Monica×Fujinomiya 渡 辺 若 葉 （吉原高等学校）
わた なべ　わか　 ば
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交換学生事業参加者の声…

学生アンケートから…

１．事業に参加してよかったことは？
　★国を超えて友達ができ、英語も上達した！
　★自主性・積極性が向上した。
　★新しい目標ができた。

２．ホストファミリーはどうだった？
　★優しかった。色んな所へ連れて行ってもらい、
　　家族のように接してくれた。感謝しかない！
　★優しく丁寧に迎え入れてくれた。

３．アメリカの学生を受け入れて…
　★改めて日本の良さを見つけることができた。
　★普段味わえない日常生活、毎日が新鮮だった。

４．未来の交換学生へ一言！
　★１日１日を大切に！ホストファミリーは優しいの
　　で、ナーバスにならなくても大丈夫！
　★サンタモニカ最高！！現地の人も温かい！
　★自分の意志をはっきり伝え、一日一日を大切に！

交換学生事業とは…
　夏休みを利用して、サンタモニカの学生とペアを作り、お互いの家庭に約２週間ずつホームステイ
をするという事業です。約１ヶ月間、ペア学生と共に生活することで、英語力の上達はもちろんのこと、
一生の友達ができるなど、当協会のメイン事業の一つです。
　協会から、渡航費の一部補助もあります。詳細は最終ページをチェック！！

★国は違っても同世代の子を持つ親の気持ちは同じ。外国に送り出すときは不安
　もたくさんあるが、ホストファミリーにはとても親切にしてもらい安心した。
★受入に不安があると思うが、おもてなしをする必要はなく、普段通りでよい。
★英語が話せなくても、積極的に関わろうという姿勢が大事。
★子どもが積極的、行動的になった。将来についても考えるようになったと思う。
★学生本人だけでなく、家族にとってもいい経験となった。

保護者の声…
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2016年以来、２年ぶり、19回目の訪問団を派遣しました。

サンタモニカ市親善訪問団 日程
9/20㈭
9/21㈮
9/22㈯
9/23㈰

出発式、ロサンゼルス空港へ → サンタモニカ市へ → 歓迎レセプション
サンタモニカ市長表敬訪問 → ロサンゼルスへ → 野球観戦・夜景ツアー
ロサンゼルス観光（自由行動）
ロサンゼルス空港 → 帰国（到着は24日）

小学生も参加。行ってきます！

映画の舞台にもなったレストラン

Fujinomiya Douri 発見！

将来のミス富士山？

姉妹都市締結にご尽力いただいた SGI-USA

メジャーリーグ観戦！いい試合でした！

レセプションで交流を深めました

世界的に有名なゴルフ場「リビエラカントリークラブ」

サンタモニカ市長を表敬訪問

　平成30年9月20日から24日迄3泊5日の日程となる
アメリカ西海岸のサンタモニカ市親善訪問団に参加さ
せて頂きました。
　姉妹都市訪問と言っても、サンタモニカ１泊ロサンゼ
ルス2泊で堅苦しさは感じない観光旅行と言うイメージ
で参加致しました。
　メンバーは主催者である富士宮国際姉妹都市協会の
会長を始め、富士宮市長やミス富士山の2名を含め25
名、そして現地での合流者1名を加え総勢26名でしたが
旅慣れた方達ばかりで、非常に統率のとれた時間厳守の
団体行動には敬服した次第です。
　私自身、日本語以外は全く話せず、海外旅行は近隣諸
国への団体旅行のみで「中国」「タイ」「香港」「インドネシ
ア」等10回の経験で、「タイ」が２回「中国」は６回でした
が中国は広く「上海」「嘉興」「紹興」「北京」「杭州」「広州」
「無錫」「蘇州」「烏鎮」観光だけです。
　今回参加した動機は、歴史ある国際姉妹都市協会主催
で市の職員も同行する事から、初めての米国でも安心し
て付いていけると言うこと、そして米国旅行では人気あ
る都市と言われる「ロサンゼルス」観光に「メジャーリー
グ観戦」と言う千載一遇のチャンスがあった為でした。
　さらに、日程の組み方も富士宮発が午前11時、富士宮
着が午後8時30分と身体的負担が少ないスケジュール
になっていたからです。

　問題は成田
からの直行便
とはいえ片道
10時間以上の
フライトに耐
えられるかで
したが、邦画等
の映画鑑賞で
時間を活用、そ

して逆に眠らない（うつらうつら状態）事が時差ボケを
防いでくれたようです。
　機内で時差の確認が出来る様にサッカーの本田選手
の真似をして左手首に日本時間、右手首には米国時間に
合わせた腕時計を準備しました。
　ロス到着はほぼ予定通り、入国審査は事前に聞いてい
た「想定質問」のみで意外に簡単に済み足取りも軽く異
国の地での第一歩を踏み出しました。
　サンタモニカでの両協会の親善レセプションは知る
人ぞ知るゴルフの名門コースで特にコースの美しさは
全米でもトップクラスと言われている「リビエラ・カン
トリークラブ」で行われました。
　翌日はサンタモニカ市庁舎訪問、市議会会議場を見学
後お隣のロサンゼルスに移動しホテルで休憩後に私は

メジャーリーグ観戦に行きました。
　ドジャー球場ではドジャーズ対パドレス戦を観戦し
定番の「ドジャードック」とビールを堪能しましたが、残
念ながらゲームではマエケンの登板はありませんでした。
　今回の訪問で
は2日目の夜と
3日目は共にい
くつかのオプ
ショナルツアー
から観光選択出
来ましたので、
3日目はロス市
内観光を希望し
前日に車窓見物
したハリウッドの散策と大型バスでは入れないビバ
リーヒルズ等の観光地巡りを満喫しました。
　少し残念だったのはサンタモニカでの昼食や宿泊ホ
テルの朝食が期待外れで、ロスのリトル東京やリトル大
阪の日系スーパーでカリフォルニア・ロール等を購入し
グルメはカバー出来ました。
　最終日には空港行きのバスが遅れると言うアクシデ
ントがありましたが、出国手続き等への影響も無く空港
でお土産を物色する時間も確保出来ました。
　今回の親善訪問に際し、事前説明が2度開催され渡米
準備や注意事項等の説明もして頂いた事から不安なく
楽しんで日程を熟す事が出来ました。
　参加者全員が予定通りに無事帰国し、この様な旅行記
を書いていられるのも市の国際姉妹都市協会事務局員
の手厚いフォローの賜で深く感謝すると共に旅行中3日
間部屋を共にしたＫさんには私の『鼾』で大変ご迷惑を
お掛けしましたことをお詫び致します。
　2年後の次回親善訪問も自分の体力に自信が持てスケ
ジュール調整が出来るなら再度の参加を検討してみた
いと思います。

姉妹都市サンタモニカ市親善訪問団に参加して

植 松 敏 光
うえ　まつ　とし　みつ
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　家族旅行も兼ねて、妻と息子と3人で参加させて頂き
ました。私たち夫婦は、西海岸は初めてで息子は海外旅
行自体が初めての経験です。期待も不安もたくさんあり
ましたが、楽しくいろんな経験をしてこようと家族で話
し合っていました。
　出発式当日は生憎の空模様で少し肌寒く、まさに英語
の話せない私の心の中を映し出しているようでした。そ
んな不安をよそにバスは成田へ、そしてあっという間に
ロサンゼルス空港に到着です。入国審査では私の不安と
緊張はピークに到達。審査官から話しかけられてもおど
おどするばかり。見かねた息子が英語で対応、その場は
事無く済みました。息子に対する私の威厳がここで5％
下がったのは言うまでもありません。トホ。
　そんなこんなではありますが、空港を一歩出ると別世

界、太陽が眩しくと
ても暑い。BIGな建
物にBIGなアメリカ
人、そして燃費の悪
そうなBIGな車。見
るもの全てが新鮮
（それでも結構日本
車走ってたな）で空
港での出来事なんか
大したことないなと
思いました。
　さて、最初のアク
ティビティーはラン
チタイムです。「ホー

ムタウンビュッフェ」という地元レストランでの食事。
野菜・肉・肉・肉・スイーツといった品揃えで、やはりここ
でもBIGというのが印象的でした。早々に済ませ次に向
かったのは隣のスーパー「トレーダージョーズ」です。こ
れといった土産もないサンタモニカでは、このスーパー
にあるエコバッグが代用品として喜ばれているそうです。
　話はそれますが、息子が店員さんと普通に会話をして
いるのです。息子すごいな。私の威厳は更に5％下がりま
した。トホホ。
　さて、おふざけはここまで。いよいよ訪問団としての
役割を果たす時がやってまいりました。ホテルに到着
後、スーツに着替え最初に向かったのはSGI-USAです。
姉妹都市提携を結ぶきっかけとなったのがここからな
のだそうです。次に、リビエラカントリークラブにて歓
迎レセプションに出席。市長を含め双方の協会役員が挨

拶。その後プレゼントの交換とその披露が行われまし
た。程よい緊張感の中、レセプションは終了しホテルに
は22時過ぎに到着しました。
　2日目はサンタモニカ市長表敬訪問です。庁舎内議場
にて両市長挨拶、記念品の贈呈を行い、親睦を深めまし
た。その後サンタモニカピアにあるババガンプで昼食を
とり、ロサンゼルスへ向かいました。
　グリフィス天文台夜景ツアーの前に腹ごしらえです。
望月会長の計らいで、ローリーズのステーキを堪能して
きました。私はこの日誕生日だった為、お店からケーキ
も頂きました。
　御一緒した皆さんにハッピーバースデーを歌って頂
き私にとっては最高の時間でした。ありがとうございま
した。
　３日目はオプションでディズニーランドへ向かいま
したが、疲労がたまっていたせいで、早々に引き上げて
しまいました。
　この度の訪問団に参加させて頂き、家族ともども素晴
らしい思い出ができた事は言うまでもありません。市長
をはじめ同行して頂いた皆さんには大変お世話になり
ました。ありがとうございました。次に息子からです。

　とても楽しかったです。僕は初めて外国に行きまし
た。みんなとても親切でした。拾った1セントを店員さん
にあげたら、逆に貰ってしまいました。ホテルに着くと
すぐ体調が悪くなってしまいました。入国審査や会話で
は頼られていたので、もうへとへとでした。飛行機では
映画館でしか見ることのできない映画もありました。
ゲームも楽しかったです。
　また再来年も訪問団の一員としてはりきりたいと思
います。

親善訪問団に参加して

佐 野 吉 弘 ・ 壮 壱 朗
さ　　の　 よし　ひろ　　 　そう　いち　ろう
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姉妹都市提携を結ぶきっかけとなったのがここからな
のだそうです。次に、リビエラカントリークラブにて歓
迎レセプションに出席。市長を含め双方の協会役員が挨

拶。その後プレゼントの交換とその披露が行われまし
た。程よい緊張感の中、レセプションは終了しホテルに
は22時過ぎに到着しました。
　2日目はサンタモニカ市長表敬訪問です。庁舎内議場
にて両市長挨拶、記念品の贈呈を行い、親睦を深めまし
た。その後サンタモニカピアにあるババガンプで昼食を
とり、ロサンゼルスへ向かいました。
　グリフィス天文台夜景ツアーの前に腹ごしらえです。
望月会長の計らいで、ローリーズのステーキを堪能して
きました。私はこの日誕生日だった為、お店からケーキ
も頂きました。
　御一緒した皆さんにハッピーバースデーを歌って頂
き私にとっては最高の時間でした。ありがとうございま
した。
　３日目はオプションでディズニーランドへ向かいま
したが、疲労がたまっていたせいで、早々に引き上げて
しまいました。
　この度の訪問団に参加させて頂き、家族ともども素晴
らしい思い出ができた事は言うまでもありません。市長
をはじめ同行して頂いた皆さんには大変お世話になり
ました。ありがとうございました。次に息子からです。

　とても楽しかったです。僕は初めて外国に行きまし
た。みんなとても親切でした。拾った1セントを店員さん
にあげたら、逆に貰ってしまいました。ホテルに着くと
すぐ体調が悪くなってしまいました。入国審査や会話で
は頼られていたので、もうへとへとでした。飛行機では
映画館でしか見ることのできない映画もありました。
ゲームも楽しかったです。
　また再来年も訪問団の一員としてはりきりたいと思
います。

親善訪問団に参加して

佐 野 吉 弘 ・ 壮 壱 朗
さ　　の　 よし　ひろ　　 　そう　いち　ろう

2018年10月 21日 ㈰   開催

中
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

市
内
中
学
生
に
よ
る

自
作
ス
ピ
ー
チ
の
発
表

★最優秀賞

Return a favor

　　　　　望月 都夢
もちづき　 と　む いけ だ　 あや　も

★富士宮ワイズメンズクラブ会長賞

その他の出場者

受賞者の声

Return a favor「恩返し」（抜粋）

タ イ ト ル 名　　前

My Hometown

What can we do for the 2020 Tokyo Olympics?

A wonderful experience in New Zealand

Mt.Fuji  I’d like to tell

New Zealand is my teacher

What I learned in New Zealand

小山　　星

赤池　希海

森　　小夏

石川奈々加

イワムラ凛

加藤　優奈

こ　やま　　　　　せい

あかいけ　　　のぞみ

もり　　　　　こ なつ

いしかわ な　な　か

　　　　　　　　りん

か とう　　　ゆう　な

　My mother is very kind. If I have a question, she guides me very kindly. If I am 
in trouble, she gives me appropriate advice. I am proud of my mother.
　People have both good and bad side. I love my mother as she is. Because she 
raises me up. Of course, I am thankful to her. So, I would like to return a favor to 
her. I think passing the school of my first choice is the biggest gift for her.

　英語のスピーチへの挑戦は初めてではなく、学校内で行われ
ていたスピーチコンテストのオーディションに参加したことも
あります。その時は残念ながら落ちてしまいました。そんな中、
富士宮国際姉妹都市協会のスピーチコンテストにリベンジを兼
ねて応募しました。
　実は Return a favor は締め切り直前に完成させたものな
のです。元々は将来の夢について書こうと思っていました。で
も、書き始めようとしたら、仕事をして疲れ果てた母が目に入
りました。それでも家事をこなす母。それを見て途中まで書い
ていた原稿を全て消し、母の事について新たに書き始めました。
発表することが決まってからは、母や姉、学校の先生に強弱や
表現の仕方などを中心に見てもらいました。本番ではちょっと
したミスもありましたが、堂々と話せました。
　本当は学校で行われていたスピーチコンテストに参加した
かったです。しかし、落ちて歩みを止めてしまったらそこで終
わりです。希望を捨てず歩み続けてみたら輝かしい未来があり
ました。これからも希望を捨てずに生きて行きたいです。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　望月　都夢

When I grow up... 

　　　　　　池田 彩雲
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スピーチコンテストの様子
A.C.C. 国際交流学園と共同で開催

赤池　希海さん

森　小夏さん

望月　都夢さん

イワムラ 凛さん

加藤　優奈さん

池田　彩雲さん

バンブーダンスで会場を盛り上げてくれました
民族ダンスの披露

パネル展を開催し、事業の紹介を行いました

小山　星さん

石川奈々加さん

ACC国際交流学園生徒の日本語スピーチ
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平成31(2019) 年度  総 会 の お 知 ら せ
● 日程： 5月 8日㈬  午後 3時～　　　会場：富士宮市役所4階410会議室

平成31(2019) 年度の 主 な 事 業 予 定
● サンタモニカ高校生徒受入……………4月12日㈮～14日㈰
● サンタモニカ交換学生事業……………7月～8月に実施
● 中学生英語スピーチコンテスト………秋頃実施

会 員 募 集 の お 知 ら せ

＊詳細は随時ＨＰ・facebook 等でお知らせします

姉妹都市サンタモニカ高校　日本語クラス生徒が富士宮市にやってきます！

ホームステイボランティア募集！！ホームステイボランティア募集！！
ホストファミリーに
なりませんか？

ボランティア募集期間：～平成31年 3月 6日㈬
訪問予定人数：40名程度

4月12日㈮～14日㈰
2泊 3日のホームステイ！！

　当協会は、会員の皆様からお預かりした会費により事業運営をしております。
　皆様の会費や寄付により、富士宮市の将来を担う若者たちのために、より多くの英語発表国際交流の機会を提供
することができます。御協力をお願い致します。

FISCA facebook　随時更新しています！
各種事業の様子や募集案内、
サンタモニカの紹介など情報発信中 !!

友達申請お待ちしております⇒

１家庭、1人を受け入れていただきます

申し込みは、協会事務局（最終ページに記載）までご連絡ください。
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結  
婚  

出  
産  

各種 引き出物  
用品贈答品  

ハートギフト宮北店  
富士宮市宮北町１７４  
℡ 0544‐26‐5352
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海外旅行保険
☆海外旅行中のケガや病気に備えて

【お問い合わせ先】

創業 1966年　保険のワタナベ

〒418-0067　富士宮市宮町 4-7
電話 0544-26-5882　FAX0544-23-7944

（有）インシュアランスブレイン

Basic Plan

Study Abroad ／ Long Stay Plan

短期旅行プラン

留学・長期ステイプラン

富士宮の介護サービス

●居宅介護支援　　●小規模多機能型居宅介護　　●グループホーム

「第二の家族になりたい」それが私たちの願いです。

利用者様やご家族様が心豊かに、共に明るく過ごせるよう、

第二の家族となれるようお手伝いさせて頂きます。

有限会社サンセイ本社
〒418-0001　富士宮市万野原新田 4138-4

→お問い合わせ先
TEL0544-28-3567
HP  http://sansei-kaigo.net/

サンセイ　富士宮
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交 換 学 生 募 集 の お 知 ら せ
高校生のみなさん！富士宮市の姉妹都市サンタモニカで異文化体験してみませんか！
期間中は、現地高校生とペアを組み、お互いの家庭で約２週間ずつ、家族の一員として生活します！

ホームステイ in
毎年 夏期休暇に合わせて実施！
渡航費用を一部補助します！
派遣：2019年7月25日～8月6日（予定）
受入：2019年8月7日～8月19日（予定）

サンタモニカ

★対　　象　　高校生
　＊市内在住、または市内高校に通学
★募集人数　　３人（予定）
★申込期間　　４月２０日まで

　今年度から事務局に加わり、歴史あるサンタモニカ・
富士宮の交流に携わることができてとても貴重な一年
となりました。交換学生事業では 1 か月の交流を通し
て大きく成長する学生の姿を目の当たりにしたり、訪
問団では現地の方々との長く続く交流の一部になるこ
とができたり、スピーチコンテストでは日頃の成果を
精一杯表現する中学生の姿に心打たれました。
　まだまだ至らないことだらけですが、より多くの両
市の人々のふれあいのお手伝いができるよう精進して
まいりたいと思います。

編集後記

いつでもお問い合わせください！

富士宮国際姉妹都市協会事務局　富士宮市役所　市民交流課内
Tel 0544（22）1486　Fax 0544（22）1284
Email:koryu@city.fujinomiya.lg.jp　   https://www.facebook.com/fiscafujinomiya

インスタグラム
はじめました！

事務局　谷津倉  愛


